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佐 々 城 豊 寿 再考
- 生い立ちと婦人自標倶楽部の活動-
宇 津 恭 子
｢隅の石｣という言葉が聖書に出てくる｡煉瓦や石づくりの建物の出隅におかれ る礎 石
(土台石)のことであるが,聖書においては,長い間虐げられ軽んじられながら,神の永遠
の神殿が形成される歴史の土台となったイスラエルの民を象徴する｡また,教会の礎となり
完成者となったイエス ･キリストをも象徴している｡
佐 威々豊寿は明治22年6月,数名の同志と婦人白襟倶楽部を結成して多角的な婦人運動を
開始するとき,この ｢隅の石｣を倶楽部の精神的な基礎におき,座右の銘とした｡新時代と
は皮相のみの旧態依然とした明治の社会にあって,一己の人間としての自覚もなく眠ってい
る女性たちを目覚めさせ,自立させ,本来の地位を回復させようとする,その運動が男性社
会から非難攻撃を受けることを,豊寿は百も承知していた｡旧来の女大学的処世訓を固持す
る人たちから巻き返しを受けることも予想された｡しかも,この婦人白標倶楽部は,すでに
ある東京婦人矯風会の中に新しくつくられるものであり,他の会員たちが快く思わないこと
は明らかであった｡しかし豊寿は,たとえどんなことがあってもキリス ト-の信仰にすべて
を賭け,社会の礎となる働きをしたいと,ひたすら喋ったのであった｡
本稿は,この佐 城々豊寿の生い立ちと,婦人日原倶楽部設立前後の社会活動に関する研究
ノートである｡今から5年前,『清泉女子大学人文科学研究所紀要 第2号』に豊寿の小伝
を発表したことがある｡その後新資料が発見され,小伝全体に筆を加える必要が生じた｡そ
こで昨年6月,同紀要第6号に ｢佐 成々豊寿の北海道移住 再考｣と題する小稿を寄せた｡
これは,豊寿が明治26年東京の同志と別れ,北海道に渡って女子教育を志した七年余の軌跡
を,新資料によって辿 り直したものである｡本稿にみる婦人白漂倶楽部運動は,その前の時
期にあたる｡
なお,本稿で参考に用 いる新資料は,明治34年6月17日,日本橋教会における佐 城々豊寿
の葬儀で親友潮田千勢子が朗読した追悼文 ｢佐 城々豊寿女史｣(『婦女新聞』明治34年6月24
日･7月1日･8日･22日号に分載),豊寿長男佐々城佑の自筆メモ (佐 城々開氏提供)お
よび,徳富蘇峰宛佐 城々豊寿書簡 (徳富蘇峰記念館蔵),以上の3点である｡すでに発表し
た小伝と重複する記述は,紙幅の都合で簡略化または割愛するところが多い｡
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ここに一枚の色あせた写真がある｡豊寿の追族,佐}r威閲氏が保存される｡
八つ切版 りで,分厚い台紙の下部に ｢大日本東京一番町写真師武林盛-｣の文字が印刷さ
れている｡
前列の外国婦人は,明治22年1月世界基督教 婦人禁 酒会 World'sWomen'sChristian
TemperanceUnion(1883年結成)アメリカ本部から派遣されて-ワィ,ニュージーラソド,
タスマニア,アウス トラリア,シソガポール,サイアム,南支那の各地を1年がかりで遊説
し,23年2月22日横浜に到着した J.E.ァッケルマンAcherman女史と推定され る｡『女
学雑誌』201号 (明治23年2月22日)に掲げられた肖像画と,202号 (同3月1日)に掲載の
訪問記にみられる ｢嬢は齢三十五六,豊肉多愛の質｣という記述, また203号に紹介された
アッケルマン日程中の ｢2月12日,会員写影｣の記事等によって,写共の外国女性はアッケ
ルマンにほぼ間違いない｡
このほか氏名のわかる人を挙げてみると,前列向かって左端が佐々城豊寿,二人おいてア
ッケルマン女史,一人おいて徳富久子,後列左から元良よね,潮田千勢子,巌本かし (若松
賎子),一人おいて矢島揖子である.いずれも東京婦人矯風会創立 (明治19年)当初からの主
だった会員であり,潮田,巌本は婦人白標倶楽部のメンバーでもあった｡元良もおそらくそ
うである｡
ちなみに,それより少し前の2月14日,東京婦人矯風会役員の更迭があり,会頭に浅井き
く子 (柿),書記に小島キヨ子 (清),会計に海老名 リン子 (里無),編集委員に竹尾コト子
BlH:
(古畳)が就任したばかりであった｡写実に納まっている氏名不詳の4人の中に,この新役
員が含まれているであろう｡
アッケルマン女史の来訪は,日本のキリス ト教社会を揺 り動かした｡その演説を聴いた多
数の信徒が禁酒 ･矯風の列に加わった｡豊寿ら婦人白標倶楽部が展開するエネルギッシュな
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諸活動も,このアッケルマン来日を導火線としたものが多いと思われる｡
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佐々城豊寿は嘉永6年 (1853)3月29日,仙台広瀬川の東岸,定禅寺櫓丁通本材木町西裏
(2)
末無の武家屋敷,星雄記 ･定夫妻の家に五女として生まれ,幼名を艶といった｡｢蒲柳の質｣
(3)
で病床にいる日が多かったが,他面 ｢気象鋭く｣,｢すこぶる快活の遊戯を好｣んだという｡
父の雄記は伊達藩の評定役,勘定奉行を勤め,藩政の改革案や建白書を上申するなど,気鋭
の手腕をふるった｡艶が二歳の頃は箱館松前奉行をしていた｡安政2午 (1855)の ｢星雄記
佐藤幸七郎箱館松前模様書上｣と,天保11年 (1840)上申 ｢星雄記意見書｣が,『大日本古
文書,伊達家文書之十』に収められている｡宝勤まこの父の血を色濃 く受け,幼少から ｢尋常
には納まりそうもなく見え,男のような器であった｡｣父も艶の将来を見抜いて早くか ら漢
(4)
学を教え,｢どこまでもその才能を磨くように仕向け｣たという｡
時あたかも維新直後,西洋の文物が潮のように流れこみ,志ある青年は競って知識を外国
に求めた｡艶もじっとしてはいなかった｡その明治2年 (1869)16歳の思い出を豊寿から聞
いたのであろう｡親友潮田千勢子が書いている｡
つい
たまたま仙台の地英学に通ずるものあり,女史就て学ばんと欲し,之を家人に乞ひたれ
すなわ たた ひそか
ども許されず,乃ち独り英学者の門を叩きで情を明かし,昼は窃に起きて教を受け,夜は
もと かく はんさい よ
家人の熟睡を待ちて,暗灯の下に之を復習せり｡此の如きこと半歳余,家人始めてこれを
さと
覚 り,其志の堅くして奪ふべからざるを知るや,即ち公に之を許せり｡
(｢佐 城々豊寿女史 (-)｣ 明治34年6月24日発行 『婦女新聞』掲載)
さすがの雄記も,年頃の娘が未知の人に英語を習いに通うことは許さなかったが,艶の志
の堅さ,熱心さに負けて,遂に許可したらしい｡しかし親族 ･近隣の反対は続いた｡
ひもと なお
女史既に家人の許を得て,公然英書を播くに至れりとい-ども,当時尚外国排斥の通風
あぎけ
なかなかに衰-ざりければ,女史の英書を学ぶを見て,四隣皆怪み,且噺 り,親戚の間に
いてき
は,之を怒りて夷狐に化するものとし,もし英学を中止せずば,絶交すべLと脅迫せるも
のさ-ありき｡
(｢佐 城々豊寿女史 (-)｣ 明治34年6月24日発行 『婦女新聞』掲載)
艶の姪にあたる相馬黒光は著書 『黙移』に,当時仙台で英語を知っていたのは,男子では
後の英学者斎藤秀三郎の父,女子では星艶の二人だけだったとしている｡そうであれば,艶
の先生もこの斎藤の父であろう｡ しかし 『日本正教伝道誌巻之-』(石川喜三郎篇, 明治34
午)によれば,英語を話せる人物は仙台にもう一人いた｡艶の親戚,笹川定吉 (後の仙台ノ､
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リス トス正教会長司祭)が明治3年末頃から英語を習った,水科兵五郎である｡同書は水科
を ｢英人タムソソ｣の弟子としている｡タムソンは,後年 (明治18年9月)東京で艶に洗礼
を授ける,米国長老教会宣教師タムソソD.Thompsonと同一人物であろう｡ この人脈を
考え合わせると,艶がひそかに師事したのは斎藤ではなく,水科だったということが考えら
れる｡
艶はこうして,親族近隣の激しい反対にもひるまず勉強を続け,やがて英書が読めるよう
になった｡しかも彼女はそれだけで満足していない｡当時有為の青年が続々と東京に出て洋
ちゆう
学を志したように,艶も東京遊学を父に懇請する｡明治4年のおそらく秋,男装して母と中
げん
間男につき添われ,山河百余里の難路を徒歩で上京した｡
中央では,ようやく女子教育の気運が勃興していた｡同年7月に設置された文部省が,官
立女学校設立の計画を12月に布告する｡ また同月23日には吉益亮子 (15歳),上田悌子 (15
読),山川捨松 (12歳),永井繁子 (9歳),津田梅子 (9歳)の5少女が,特命全権岩倉大
便一行に同伴してアメリカに留学する.艶の向学心を一段とそそる出来事であったO
上京直後の動向については,潮田が次のように述べている.
ひと は しそと
此時に当り,東京の市中,婦人のついて学ぶべきものとしては,ただ一ツ橋外なる開成
城同地に官立の女学校-あるのみなりき｡さるに此唯一の女学校さ-規模極め て小 に し
わザか
て,僅に十三歳以下の少女を教育するに過ぎざりければ,四万四里の大都も,此百里遠来
い
の一客を容る 所ゝなく,女史は遂に去って横浜に行き,米国人某の設立せる校 舎 に入 り
て,こゝに始めて其目的を達するに至りぬ｡
(｢佐々城豊寿女史 (-)｣ 明治34年6月24日発行 『婦女新聞』掲載)
｢一つ構外なる官立女学校｣とは,12月に文部省から設立を告示された学校であろう｡｢西
洋の女教師を雇い,華族より平民に至るまで受業料を出し候はば入校差し許し候｣といった
文面に,艶は胸を躍らせたにちがいない｡翌5年2月に開校されている｡ところが入学資格
のある著は ｢八歳より十五歳までの女子｣であった｡(上記潮田文は ｢十三歳以下｣として
いる｡)艶はすでに19歳,入学は到底許されなかった｡途方にくれた末,横浜へ行くことにな
った｡そこでは親戚の多田清介はか同郷の青年も勉強していた｡｢米国人某｣とは,米国リ
フォームド教会外国伝道会から派遣されて明治2年釆目し,翌年から横浜の居留地39番-ボ
ン塾で女子教育に携わっていた,婦人宣教師キダー(M.E.Kidder)であった.こうして艶
は,官立女学校に入れなかったことが幸いしてフェリス女学院の前身である ｢ミス ･キダー
の学校｣に学び,男女外人宣教師に接し,聖書に接する.佐･々城豊寿の婦人運動の根元にあ
る男女同等,一夫一婦の思想は,まずこの環境の中で青くまれたものである｡
(5)
明治5年6月24日当時27名に達していた生徒の中には,8歳の島田嘉志子(後の巌本かし)
がいたO艶はあとで一緒に働くようになるとも知らず,毎日この少女と顔を合わせていたの
である｡また,同じ横浜の修文館では,後に艶と結婚する伊東友賢 (佐 城々本支)が英語を
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学んでいた｡友賢は,この年正月 ｢洋学医学修業のため｣仙台から上京したば か りで あっ
た｡(横浜に来たのは初めてではなく,すでに慶応3年から4年にかけて,宣教師-ボンJ.
(6)
C.Hepburnのもとで医術を学んでいる｡)4月28日には,キダーの学校のある39番地の会堂
で宣教師バラ(∫.H,Balagh)から洗礼を受け,植村正久らの横浜公会に加わっている｡艶
と出会う日も,そう遠くはなかったであろう｡8月18日から同会堂で開かれた外人宣教師協
議会の三日日,日曜日には,横浜公会員ほか東京近辺の信徒 ･教会生徒が集められ,盛大な
(7)
晩さん式が行われている｡おそくともこの日には二人が顔を合わせたと思われる｡
それより前7月, ミス ･キダーの学校は-ボンの家から野毛山紅葉坂の県庁官 舎 に移転
し,新しい机,椅子,黒板などを揃えた｡生徒の間では,権県令大江卓夫人,岩倉具視海外
使節団随員の夫人,貿易商夫人といった人々が華やかな雰囲気をつくっていたが,星艶は苦
学生だったらしい｡キダーから託された2人の少女を世話しながら勉強した｡潮田が当時の
状況を伝えている｡
女史の横浜にあるや,遠く故郷より一人の弟を招きて其動学を督励せLに,校主の米人
うち
は,又他の二少女学生を托して,之が監督をも女史に任しぬ｡斯る多忙の中にも,女史は
苦学ますます怠らざりLが,其生来の多病は,女史をしてしばしば学を廃するの己むを得
ざる苦痛に泣かしめき｡
(｢佐々城豊寿女史 (二)｣ 明治34年7月1日発行 『婦女新聞』掲載)
艶が故郷から呼び寄せた弟とは,当時16-17歳の星仁三郎であった｡(明治7年4月29日,
東京浅草で姉の豊寿,親戚の丹野直信と一緒にうつした写真を遺し,翌年8月15日早世｡)
多忙に多病で,学業も意のままにならなかったとはいえ,この横浜での新しい経験は艶の
将来を決める重要なものであった｡しかし艶は,わずか1年か2年でキダーの学校を離れて
いる｡伊東友賢が明治6年2月横浜を去 り,東京小石川江戸川町十七番地の数字中村正直家
(8)
塾｢同人社｣で英語を教え始める,その後を追 うかのように,艶も東京に移転した｡明治7年
(9)
の戸籍に ｢東京府下西小川町一丁目江木繁三方寄留｣と記されている｡また友賢は,6年2
(10)
月23日の文書から名を本支と改めているが,艶も同じ6年ごろ豊寿と改名する｡しかも,東
･1l＼
京では同じ中村敬字の門に入っている｡儒者数字はキリスト教にも深い関心を寄せ,豊寿が
いた明治7年には,カナダメソジスト教会宣教師カツクラン (C.Cockran)による 日曜 礼
拝,英語聖書講解,英語聖書輸読会を同人社で催し,クリスマスには洗礼を受けている｡ま
た数字には,周知のように,スマイルズ (S.Smiles)原作 『西国立志編』(明治4年刊),『西
洋品行論』(明治11･13年刊)の訳述がある｡さらに敬芋は,ミル (∫.S.Mil)の 『男女l司
権論』や 『代議政体』等をテキストに用い,女子の政治的啓蒙につとめ,婦人社会の指導者
を養成していた｡豊寿もこうした数字の思想的感化を受けて,キリスト教により深く接し,
その人間観,社会観を身につけ,婦人運動に向かう直接の道を準備したのであった｡
『黙移』によれば,豊寿が数字から学んだものには,もう一つ漢学があった｡しかも豊寿
70 研究紀要 (第3号)
は,その ｢学んだところを直 ぐに東京女子師範学校の前身であった学校で教えていた｣とい
う｡これは,かつて仙台から出てきたばか りの星艶が規定の年令を越えていたために入学を
許されなかった,東京女学校である｡ (明治10年廃校となり,生徒は東京女子師範に収容さ
れた｡)敬字がこの女子師範創立 (明治8年)以来の校長をしていた関係で,豊寿の採用とな
ったものであろう｡翌9年11月13日,敬字が校内で婦人集会を催すと,そこにも豊寿は登場
している｡同校教師棚橋絢子,関信三,豊田芙雄の講演が終ると,聴衆の中から23歳の星豊
寿が進み出て,350人から60人に及ぶ高位高官の夫人を前に ｢一家経済の心得｣と題す る話
をした｡『東京日日新聞』(明治9年11月15日)が詳しく報道している｡潮田もこのことにふ
れて,豊寿が自発的にそれを行い,明治の婦人に ｢言論の新活路を開｣いたことを強調して
いる｡
また潮田によれば,豊寿はその後しばらく師範学校の英語軌r榊こ起用されたO
し1ういへ きようペん
翌十年,女史は女子師範学校に招聴せられて英学の教授を執ることとなりLも,病魔
わずか
は女史を妨げて其任を尽さしめず,住に半歳余にして之を辞せ り｡
(｢佐 城々豊寿女史 (二)｣ 明治34年7月1日発行 『婦女新聞』掲載)
だが,豊寿を教壇から退かせたまことの理由は ｢病魔｣ではなかった｡本支との愛がその
ころ燃えあがっていたのである｡本支ほ明治6年横浜から東京に移ると,郷里仙台から妻千
代と2児を小石川の住居に呼びよせ,8年 1月には三男をもうけていた｡にもかかわらず星
家の明治10年戸籍には,豊寿がすでに ｢東京府下日本橋区品川町裏河岸八番地平民佐々木本
支妻二縁組送籍｣とされ,明治7年に豊寿の寄留先として届けられた ｢西小川町-丁目江木
繁三方｣は,同一の住所表記で｢伊東友賢方｣に変更されている｡本支と豊寿,二人の生活が
(12)
その頃から始まっていたと考えられる｡翌11年7月20日,長女信子が生まれている｡(戸籍
には ｢ノブ｣と届けられるが,日常生活においては ｢子｣をつけて呼ばれていた｡本稿でも
｢信子｣と呼んでおく｡)戦いに破れた千代は3児を連れて仙台の親許に帰る｡本支は13年11
月千代との結婚を解消し,19年8月21日養家の伊東氏から家実の佐 城々氏に復籍するD豊寿
の入籍手続も同年12月28日ようやく完了する｡
豊寿が千代とその3児の幸福を破壊した責めをどのように負って,それからの人生を始め
たか,誰も知らない｡ただ,その隠された深い傷の痛みが,次に述べる入信の契機に深く関
わったことは確かであろう｡
本支ほ,上記日本橋区品川町裏河岸8番地 (俗称 ｢日本橋釘店｣)で医院を開業した｡明治
16年4月1日,長男の佑が生まれ,翌7年次男済が生まれた｡しかし済ほその年12月18日,
その幼い命を終えている｡つづいて同月30日,豊寿の老いた父が仙台で病死する｡豊寿に期
待をかけていた父も,彼女の不倫の恋には欺き,怒ったであろう｡愛児の死と父の死,二つ
の衝撃を同時に受け,打ち砕かれた豊寿の心に,このとき神の恩恵が注がれる｡
潮田は,雄記の死には触れていないが,豊寿が信仰の恵みを受けた過程を次のように描い
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ている｡
明治17年,女史が本支氏との問にあげたる男児病んで笈せり｡女史の哀傷たとふるに物
ます ま うつ )つ いつ
なく,目に益す欝々として,天地の問また-の以て女史を慰むるに足るものなかりLに,
その ごくし上
奇なるかな,天父の摂理は其悲哀絶望の極処に及びて,ここに女史を新生命の門に導き給
へり｡
り.Zうがえちよう つらな いちどう
ある日女史は,両替 町なる基督教会に入りて,試に其一隅に列 りLに,此時一道の光
明,さながら電火の如く,暗惨たる女史の胸底を射たりき｡走れ必ずしも信徒が賛美の力
けだ おい
にあらず,牧師が説教の力にもあらず,蓋し愛なる神の霊は,この機会に於て女史を深き
まなこ
絶望の淵より救ひ上げ給へるものならん｡是に於てか,女史の眼は開かれて光を見,渇け
る心は恵を以て量るることを得,其年の九月,遂に宣教師タムソン氏によりて洗礼を受け
ぬ. (｢佐 城々豊寿女史 (二)｣ 明治34年7月1日発行 『婦女新聞よ掲載)
豊寿の受洗ほ従来明治17年とされ,筆者もそれに従ってきた｡しかし,済の死を明治17年
12月18日とする佑のメモと,この潮田の記述を考え合わせると,豊寿がタムソソから洗礼を
受けたのは明治18年9月としなければならないであろう｡
神にすべてを許され,絶望の淵から信仰の世界に生まれ変わった時,豊寿の生涯は一新し
た｡再び潮田の記述を借りれば,
これ ひと
是より以前,女史は其-箇の小さき力にのみ依頼して進み来れり｡故に,-たび失望の淵
しか 1ニいのう
に陥りてほ自ら救ふこと能はざりしなり｡然れども大能なる天父の恩化に接したる以後の
女史は,また前の女史にあらず｡その回復されたる英気は,実に聖霊によりて浄められた
あら1二
る高潔の英気にして,是より後の女史の事業も行動も,皆その新に得たる信仰と精神とに
い きた
よりて出で来れるものなれば,此年はこれ女史にとりて,生涯の一新紀元といほざるべか
らず｡ (｢佐々城豊寿女史 (二)｣ 明治34年7月1日発行 『婦女新聞』掲載)
このとき豊寿は4人目の子を身ごもっていた｡明けて明治19年 1月12日,愛子 を 出産 す
る｡育児と医院の主婦業は多忙を極めた｡しかし外では,目覚めた婦人の連帯の好機がいよ
いよ近づいていた｡
2
当時の日本は国会開設の準備あり,条約改正の準備あり,政治上に社会上にヨーロッパの
文物がしきりに輸入され,世をあげて新事業の計画にきゅうきゅうとしていた｡明治19年
(13)
香,豊寿も近くの呉服橋外に一軒の家を手に入れるo多くの婦人希望者を集めて編物や洋裁
を教えながら,互いに交流を深め知識を交換し,自主自立の気を養 う場を提供しようとする
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ものであった｡この試みは成功した｡同年9月25日,会員60余名の ｢婦人紅網会｣発会式が
日本橋両替町の教会で盛大に催される｡
これと並行して,キリスト教婦人たちの問に矯風会発足の倣運が熟していた｡世界基密教
婦人禁酒会派遣第一回遊説員のレビット(M.Leavitt)女史が,同19年6月14日,日本に渡
来し,各地で演説会を開いた｡7月17日には東京の明治女学校でこれが行われた｡その終了
後,木村鎧子校長を中心に有志婦人30余名の会合がもたれ,日本婦人禁酒会設立について意
見が交換される｡次いで同月24日,14名が更に協議を重ね,8月7日には規則制定準備会に
こぎ着けている｡潮田によれば,豊寿は初めから有力メンバーとして積極的に参加し,会の
名称も豊寿が推して ｢婦人矯風会｣になったという｡
ところが,この年東都を見舞った猛烈なコレラの災禍のために,せっかくの計画が中絶す
る.中心人物の木村鎧子が倒れ,佐々城家でも3歳の佑が感染したO豊寿の48時間にわたる
(14)
必死の看病によって佑ほ一命をとり止めたが,鐙子は発病の翌日 (8月18日)急逝した｡
あ3Lもの
豊寿は佑の回復後ふたたび立ち上がり,上記 ｢婦人紅網会｣発会式にこぎ着けている｡同
志婦人のグループ作 りを目的としたこの会は,来るべき矯風会創立-と息をつなぐ役割を果
した｡やがて11月19日,あらためて設立相談会が開かれ,規約が編まれ,遂に同年12月6日,
｢東京婦人矯風会｣の発会式が日本橋教会で催される｡そこは,いわば豊寿の教会である｡
かつて豊寿が入信の恵みを受け,｢婦人紅網会｣を結成したのと同じ教会であるO発会式当
日56名の入会者があり,会頭には年長の矢島揖子が,副会頭格の書記には34歳の佐 城々豊寿
が選ばれた｡キリス ト者による婦人解放運動の先覚として,疲れを知らぬ豊寿の働きがこの
日から始まる｡犬の本支も特別会員として運動に協力した｡
豊寿の活動の主眼は,明治の婦人が男子と対等の人権を回復し,自主自立して社会におけ
る天賦の役割を果たすよう,自覚をうながし障害を取り除くことにあった｡そこでまず,女
性自身の言論活動によって世論を喚起し,社会のメンタリティーを変革する必要を叫び,ま
た廃娼運動を東京婦人矯風会の主要な活動とすべきことを主張した｡当時日本では 一夫多
秦,芸娼妓の公認等,女性の人格無視,人権じゆうりんが慣習化していた｡それを根元から
改めるには,キリス ト教の愛,人格の平等,一夫一婦の思想を社会に浸透させ,またその思
想によって政治家に働きかけ,公娼制度の撤廃にこぎ着けなければならないと,豊寿は考え
たのである｡ところが,会頭の矢島が禁酒運動を優先させることを主張したため,二人の間
に矯風会の運営上,根本的な意見の対立が生じた｡過度の飲酒が家庭の幸福を破壊し,遺伝
に影響を及ぼすことから,｢禁酒｣を会の活動に含める重要性は豊寿も認めていた｡ しかし
当面の婦人社会の最大課題として,女性の人権にかかわる ｢廃娼｣を優先すべきことを,盟
寿はゆずらなかったのである｡東京婦人矯風会の母胎である世界基督教婦人禁酒会も,活動
内容は社会の悪風矯正の全般に及んでいた｡
この問題については,明治20年4月24日の議員会でも二派に分かれて論議された｡その結
果,豊寿の判断が会を圧倒し,遂に ｢廃娼｣を第一とする活動方針が採択された｡
豊寿はそれより前,『女学雑誌』48,52,54号 (明治20年1月22日,2月19日,3月5日)
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に論説 ｢積年の習慣を破るべし｣を,56号 (3月19日)には ｢東京婦人矯風会の会員愛姉に
告ぐ｣を寄せて,以上の見解を述べていた｡さらに,上述の議員会から約一週間後の5月2
日,木挽町の厚生館で催された第2回女学雑誌社演説会では,｢婦人文明の働｣と題す る演
説を行ない,その中で,矯風会が日本の急務である芸娼妓全廃,海外売春婦取締,妾の廃除
の三点に尽力することを宣言している｡また5月21日には 『女学雑誌』65号特別欄に ｢東京
婦人矯風会主意書｣を書記の名で発表する｡矯風会は(1)男尊女卑の風俗および法律を除き,
(2)一夫一婦の制を主張し,(3)娼妾を全廃し,(4)家制交際の風を改め,(5)飲酒喫煙放蕩遊惰の
悪習を刈る等の活動を行うが,まず第一に ｢娼妾全廃｣の運動に着手することを言明したも
のである｡
だが,この主意書についても矢島との問に摩擦を生じたらしい｡8月6日の 『女学雑誌』
70号に今度は,矢島揖子の名で,廃嫡運動優先を無視した別種の ｢東京婦人矯風会主意書｣
が掲載される｡しかも,これが大量に印刷され全国に頒布され,新聞に報道されて,豊寿の
主意書は抹殺されてしまう｡矢島と豊寿の対立がこの辺 りから険しくなり,やがて矯風会の
分裂を招く危険さえ生じている｡議員会で ｢矯風会と禁酒会と名称を分離すべき件｣を発議
(15)
し,その場で廃案にされた会員がいる｡ また定期会の席上,｢矯風会の趣意を問う｣緊急動
(16)
議をおこして,矢島から答弁を謝絶された会員もいる｡
こうした波風の立つ中で,豊寿は活動を進めた｡同21年4月7日,潮田千勢子ほか3名の
会員と東京の王子地区に,25日には浅井さくと横須賀に出向き,演説し相談に応 じな どし
て,近郊の風俗浄化につとめている｡
また5月からは,潮田はか数人の同志と麹町区飯田町に ｢修身職業英和女学校｣を開設し
ている｡極貧家庭の子女に無月謝で職業教育をほどこして自活の道を開き,売春婦の板を絶
とうとするものであった｡
前後するが,4月14日には日本で初めて女性の手による月刊誌 『東京婦人矯風雑誌』を創
お の れ
刊している｡豊寿自ら編集に腕を振い,論説や自作の賛美歌を掲載した｡論説では ｢自己の
おもい
志想｣(創刊号),｢自己の志想即ち婦人の志憩は男子と異なる説｣(3号),｢日本同胞諸兄に
望む｣(2号,4号)等があるO女性の自立と積極的行動の重要性や,女性自身の意見を開
陳する必要を主張したもの,男尊女卑の家庭 ･社会の現状や,男性の身勝手を指摘 した も
の,夫婦間の ｢財産中分権｣(財産の半分を妻が所有する権利)を要求したものなどである｡
つづいて7月には,訳述 『婦人言論の自由』を東京飯田町婦人矯風会から出版している｡
まだ旧態依然とした明治社会の制約と偏見に抗して,婦人が男女同等,一夫一婦,禁酒,磨
嫡の必要を公開演説し,世間のメンタリティを変革しようとすれば,周囲から非難攻撃を浴
びることは必至であった｡しかも攻撃の先頭に立つのは,しばしばキリスト教牧師 ･教師で
あった｡そこで豊寿は,婦人にも言論の自由が与えられていることを聖書の章句から説明さ
れた,米国婦人禁酒会印刷会社発行ナショナル ･リーフレットを翻訳出版し,自分たちの行
動の正当性を主張したのであった｡
ところがこの書物が一般の目にふれ,上記 『東京婦人矯風雑誌』4号が発行された明治21
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年7月,豊寿は矯風会書記と編集委員の職を同時に退いている｡開設まもない修身職業英和
女学校も,同年秋には廃校となる｡その背後にどんな事情があったか,具体的には詳かでな
い｡しかし学校については,豊寿が翌22年6月8日発行の『女学雑誌』165号に書いた ｢0･
S･C君に答ふ(2)｣の中で,｢諸種の障妨ありて廃止するに至れ り,今尚遺憾に堪えざるな
り｣と,言っている｡上に述べた牧師 ･教師の反対運動も,矯風会幹部としての豊寿の位置
を危うくしたであろう｡しかし豊寿をその職から退かせた最大の原因は,矯風会内部の人間
関係にあったと思われる｡豊寿は後年,『時事新報』(明治32年6月7日)に寄せた記事 ｢女
すくな
子に告ぐ｣の中で,当時の事情にふれ, こう言っている.｢攻撃は外部に砂くして意外にも
Lfうがい
同性の女子より非常の反対を受けたり｣,｢同性婦人に反対多くして陰々密々に妨碍せられた
ひつきJ:うしつと
るは何故なるを解し得ざるも畢寛嫉妬より生じたるなるべし｡｣
婦人目標倶楽部の構想は,すでにこの頃から芽生えていたと考えてよいであろう｡その年
(21年)7月,豊寿は仙台に帰省し,しばらく松島で静養する間に,植木枝盛著 F東洋之婦
女』の序文を書いている｡女子を男子と同様に敬重し,同等に教育して天与の才を磨かせ,
｢社会の光｣とならせてこそ,一国の文明は発達することを強調したものである｡植木との
交流が始まっていた｡植木がこの年1月高知県令に ｢娼妓公許廃止｣建議案を提出し,可決
させたことを知った東京婦人矯風会は,2月,会頭矢島揖,書記佐々城豊寿連名で植木に感
謝状を送った｡植木も3月9日付で返書をしたため,これを機縁に矯風会会員と親交を結ん
だ｡中央の廃娼運動にも参加して熱心な協力者となったO殊に豊寿とは書簡で,また植木上
京の折には互いに往来して,次第に頻繁な交流がもたれたことが,植木の日記にうかがわれ
る｡
徳富蘇峰と豊寿の交友も始まっていた｡蘇峰記念館には,この年の豊寿の書簡が3通,盟
22年のものは14通のこっている｡豊寿がしばしば民友社に蘇峰を訪ねたことも,これらの書
簡によって知られる｡『国民之友』を愛読していた豊寿は蘇峰の崇拝者であった｡蘇蜂の言
論,政治活動には全面的に拍手を送っていたO蘇峰もまた,豊寿の洞察力,実行力に一目置
いていたようである｡その相談には快く応じ,協力を惜しまなかった｡
婦人矯風会の枠からはみ出し幹部を退いた豊寿の新しい活動分野は,この二人に,かねて
より豊寿の支持者であった巌本善治を加えた三人の政治家,ジャーナリスト,教育者との交
流と協同において開かれていく｡
これが,初めに述べたアッケルマン女史を迎える明治23年前後の時期にあたる.幼少から
｢尋常には納まりそうもない男のような器｣であった豊寿の力量が,存分に発揮される時期
である｡
(17)
なお豊寿は,その新しい局面を前に,21年晩秋,三男の進を出産している｡家庭の内にも
外にも生命の躍動が感じられたO豊寿は乳児を抱き,上の子どもたちの養育にJLを配 りなが
ら親しい会員と連絡をとり,来るべき年の仕事に備えていく｡
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3
明治22年2月11日大日本帝国憲法が発布された｡某富豪は,当日酒樽を開いて市民に差し
出そうとした｡また芸妓が異装して天皇陛下を奉迎するという噂が立った｡豊寿はそれらに
(18)
極力反対し,奔走して,遂に中止にこぎ着けている｡同月23日には日本橋教会で婦人矯風会
(19)
演説会が催され,豊寿も演壇に登ったo佐々城豊寿の新局面がこれらの活動の上 に開かれ
る｡
まず新島裏の同志社建設募金運動に協力した｡新島を恩師とする蘇峰からの要請もあり,
あたり いやし
豊寿は,まだ産後の肥立ちも良くない1月頃から運動を始めている｡｢是の時に当て布 くも
うんえん か がんいたず あ
吾々同胞の姉妹たるもの雲煩過限徒 らに之を看過せば豊に吾々姉妹が世に処するの一 大義
務に欠く所なからんや 教育は文明の神髄なり 一国教育の事業は独 り男子専有の事業にあ
(20)
らざるなり｣といった広告文を掲げ,蘇峰の添削を得て印刷した主意書を配 り, 3月14日か
ら3日間,木挽町厚生館で｢音楽慈善会｣を催した.発起人佐々城豊寿,潮田千世のほか,質
成人として湯浅初,徳富静,伊勢玉,工藤さの,相良龍,本多孝,小野寺千賀,元良米,小
崎千代の9人が立っている｡(婦人自標倶楽部はこれらの姉妹の中から生まれる｡)まだ誰も
市民を相手に音楽会を開いたことがない時代であったが,豊寿は同志と日夜奔走し,成功を
収めた｡純益103円22銭はさっそく新島に寄送され,新島からは,社会事業に経験の乏しい
｢婦人の手になる義援金｣ということで,特に感謝する電報を送って来た｡豊寿は若いとき
から新島裏を崇拝していた.建設運動に示された彼の熱意は女子教育に対する豊寿の使命感
をより強くした｡女子が男子と対等で社会を改良し発展させていくためには,まず自ら一己
の人間として目覚め,旧来の誤った風習から自己を改革しなければならない｡これが豊寿の
持論であったO修身職業英和女学校がつぶされた痛みも生ま生ましい中で,豊寿は教育事業
への熱意を新たにしたoそれAL;4年後,女学校建設を目的とした北海道移住の形をとる｡
それより前,22年2月,矢島会頭が交通事故で数か月の療養を要し矯風会に辞表を提出し
たため,会の内部では後任選挙にそなえて主流派と改革派の動きが活発になった｡主流派は
浅井さくが主宰する 『東京婦人矯風雑誌』13号 (明治22年4月20日)冒頭に論説を掲げ,逮
ばるべき新会頭は,いたずらに博学多才,活発果断,交際 ･演説の巧者であってはならず,
ひたすら進歩を外面皮相に図る者であってもならないとして,暗に豊寿を攻 撃す る｡他方
『女学雑誌』156号 (明治22年4月6日)は,婦人矯風会が ｢近来しきりに-進歩の運動法に
付き計画｣していることに賛成し,実現を期待している｡これは改革派の動きを示すもので
(21)
あろう｡4月13日には久しぶりに豊寿の家で議員会が開かれ,改正議案が討議されている｡
そのとき特別会員として出席した巌本善治は,同月20日,いよいよ開催の婦人矯風会総会席
上,求められた演説で豊寿をそれとなく支援するOこのように,一時は豊寿返 り咲きの空気
も見られるが,けっきょく総会は会頭改選延期,副会頭改選を決議した｡6月15日副会頭改
選の結果は,浅井さくの得票が最高で,豊寿は3位,主流派に敗れたのである｡
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しかし豊寿は,それより少し前から数人の矯風会員有志と小さなグループをつ くってい
た｡上に述べた音楽慈善会開催の同志,潮田千勢子(千世),工藤さの,相良龍は確かにそのメ
ソ/ミ-である.本多孝,元良米たちもそうであったと思われる｡グル-プの動きは副会頭改
選前後から活発になった｡後述する｢婦人自標倶楽部の性質を済べて世上の-疑問に答ふ｣の
中で豊寿が,運動を始めたのは本年3･4月,倶楽部組誠の相談にかかったのは6月といっ
ている｡この6月9日,上京中の植木から豊寿に手紙が届き,11日には豊寿が蘇峰に招待状
を発送する｡13日潮田が植木を訪問し,15日夜には植木,蘇峰,巌本ほか1名が佐々城家に招
かれて集まる｡倶楽部の正式な設立には,これら3名の男性の力添えがあったと思われる｡
『女学雑誌』時事欄に｢婦人目標倶楽部｣設立が報道されたのは,それから1週間後,6月22日
であった｡同月18日に結婚して巌本性を名乗った若松相子も,やがてこのグループに加わるO
｢目標｣とは婦人矯風会のシンボル,ホワイト･リボンであった｡かつて豊寿は 『東京婦
人矯風雑誌』創刊号に,"ThewhiteRibbonArmy"というrl作の賛美歌を発表し,｢ここ
あか
ろのけがれ 身の垢を きよむるものは なになるぞ われらの胸の リボンこそ けがれ
しるし
を洗ふ 記章なれ｣,｢リボンは神の みはたなれ みはたかざして われわれは 神とわれ
らに あたなせる あくまのいくさ はろばさん｣と,歌っていた｡目標倶楽部はこの精神
の継続 ･発展にはかならなかった｡
倶楽部の設立者には,｢府下四十二番女学校の人工藤佐野,十三番女学校の人相良能｣が
立っている｡豊寿と潮田は矯風会内部の波乱を避けて,初めは表面に出なかった｡しかし批
判は免れず,豊寿が弁明文を書くことになった｡前にふれた ｢婦人自標倶楽部の性質を演べ
て世上の-疑問に答ふ｣がこれで,『女学雑誌』186号 (明治22年11月9日)に発表されてい
る｡弁明の文は初めに,日原倶楽部の設立はいたずらに私意を行うためでも,矯風会から分
離するためでもなく,時勢のやむを得ない成 り行きであったことを強調している｡次に,部
員は聖書の詩篇にうたわれている ｢隅の石｣を精神的基礎として生きることを,宣言する｡
本稿の冒頭にのべたように豊寿は,誤解や非難を百も承知の上で,同志と心を合わせて婦人
社会の礎になろうとしたのである｡倶楽部の運動については,いちおう内規として内事部,
外事部,風紀部,慈善部をおくが,｢規則に拘泥せず,規則の奴隷とならず,規則に束縛され
ず｣,｢時機により時勢にしたがい｣,社会 ･国家の必要に応じて活動する,としている｡従来
の矯風会の狭い枠をはずし,広く社会,国際,道徳的諸問題にわたって臨機応変の行動を展
開したいと考えていたのである｡しかしまた,天事人事ことなき時は主婦業に専念し,子女
を教育し,幸福なホ-ムをつくりながら,部員の集まりをもって世事を談じ,学者の講義を
聴いて勉強するであろうとも言っている｡
この弁明文につづいて,｢婦人自標倶楽部規則｣が,『女学雑誌』187号 (明治22年11月16
日)に堂々と発表される｡全14条から成るこの規則書は,蘇峰が同年7月27日,築地明石町
15番館で草稿を豊寿から手渡され,検討を頼まれたものであった｡豊寿はさらに29日蘇峰に
手紙を送 り,重ねて規則書に加筆を願っているQ
倶楽部の正式な届け出が急がれる一方では,具体的な活動の準備も始め られた｡実は,
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蘇峰が豊寿から規則の草案を受けとったその夜,潮田千勢と佐々城豊寿を発起人とする ｢男
(22)
女親友親睦会｣の会食が,同じ15番館で催されている｡植木枝盛も招待され,出席 して い
(23)
る｡豊寿はすでに東京婦人矯風会創立当初から,男子の矯風会と女子のそれとが ｢車の両輪
(24)
の如くに｣協力する必要を述べていたO婦人目標倶楽部が動き出してみると,男子との協同
の必要性がなおさら痛感された｡男女親友親睦会はその問題を懇談するために企画されたも
のと思われる｡この企画は無駄ではなかった｡後述するように,翌23年1月,全国の矯風諸
会の同盟を設ける計画が男女合同で始められる｡
倶楽部の活動を順次あげると,まず22年9月25日,部員総代の佐 城々豊寿と潮田千勢が改
進党の ｢全国有志懇談会｣に一書を呈した｡翌26日東京の料亭に集まって条約改正問題を論
じようとする政治家たちに,｢酒問時事を談じ酌妓杯盤を周旋する｣悪習の撤廃を訴 えたも
のである｡
条約改正問題は,早くから豊寿たちの一大関心事であった｡上述の男女親友親睦会席上,
(25)
豊寿は蘇峰の条約改正論を聴き,｢蘇生の心持｣がしたと,後日彼に書き送っている｡その後,(26)
豊寿は政治家の発言を注意深く検討して婦人自標倶楽部の見解を定め,蘇峰に助言を請い,
外務大臣青木周蔵を介して英国ヴィクトリア女皇に書状を捧呈した｡英国と対等の条約締結
を願うものであった｡翌23年1月18日,豊寿,潮田,工藤,相良ら総代四名が外務省官舎で
女皇の返書を拝受している｡
明治22年12月9日には,木挽町厚生館で婦人矯風会と共催の廃娼演説会を催した｡弁士の
植木枝盛に演説を依頼するのほ自標倶楽部の仕事であった｡その日をはさみ前後3回,豊寿
(27)
または潮田が植木の宿に足を運んでいる｡
豊寿が倶楽部を代表するこの年最後の行動は,上京中の新島裏との面談であった｡早くか
(28)
ら蘇峰に紹介を願い,12月23日鍛冶町茂林館でこれが実現した｡新島は,女権拡張のため女
学生の教育に力を入れるよう豊寿に懇請している｡また,キリス トの十字架を仰ぎ,どんな
非難攻撃にも耐え,｢世の改良者｣として献身するよう激励している｡豊寿は2日後,潮田
を同伴して再度新島を訪問し,記念に新島の写真を贈られた｡婦人白襟倶楽部のために,普
ことに力強いメッセージであった.(新島はその-か月後,1月30日病穀する｡)
明けて23年,遊廓取締規則編成の相談が当局で始められたことを知った豊寿たちは,きっ
そく警視総監田中光願に歎願書を提出した｡これが当局者に少なからぬ影響を与えたという
(29)
話を,後に潮田が聞いている｡
1月25日東京で催された基督教青年親睦会では,婦人自標倶楽部の部員たちが自ら心をこ
めて作った弁当を配 り,青年たちを感激させた｡大和郡之助が 『女学雑誌』199号 (明治23
年2月8日)に,｢近頃余をして奮励せしめたるもの｣の一つとしてこれを公表している｡
また同誌 ｢女報｣欄は,そのころ大儀見元一郎,津田仙,佐々城豊寿,潮田ちせ,石見艮
三郎,廃嫡壮年義会員および厳木善治らの発起で,矯風諸会の同盟を設ける計画が始まった
ことを伝えている｡男女が ｢串の両輪の如くに｣協力する日を期した豊寿の働きが,いよい
よ実ろうとしていた｡
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ちょうどそのとき,日本のキリスト教社会は遠来の客を迎える｡
4
世界基督教婦人禁酒会本部から派遣された第二の遊説員アッケルマン女史が,明治23年2
月22日,フランス船メルボルン号で横浜に着いた｡翌23日,さっそく婦人目標倶楽部が新橋
(30)
停車場に馬車一両を雇い迎接する｡24日には,女学雑誌社が横浜第82番水夫伝道会館に社員
(31)
を派遣して女史にインタビュ-させ,東京婦人矯風会からも同日,小島キヨ子と巌本かしを
横浜に送 り,アッケルマンを手厚 くもてなす｡26日には,新会頭の浅井さく子はか会員若干
(32)
名が女史を新橋に迎えて木挽町の精養軒で歓迎会を催し,会員18名と婦人自標倶楽部員2-
(33)
3名がこれに出席している｡こうして,いよいよ3月1日,木挽町厚生館で東京婦人矯風
(34)
会 ･婦人白標倶楽部共催のアッケルマン演説会が開かれた｡
『女学雑誌』203号 (明治23年3月8日)によれば,この後アッケルマン女史については,
3月10日新薬町の会堂で聖書講義と祈祷会,11日九段の明治女学校と数寄尾橋教会 で演説
会,12日午前会員写影,午後大学講義室で演説会等の日程が組まれている｡本稿の初めに掲
げた古い写真は,この明治23年3月12日の記念撮影であろう｡ともすれば婦人白襟倶楽部結
成をめぐって矯風会幹部と不穏な関係にあった豊寿たちが,アッケルマン来日を機会に幹部
と肩を並べて行動し,一枚の写真に収まったのであったO
女史はその後も連日,東京各地の教会や学校で演説し,20日夜は厚生館で催された来会者
(35)
240名の盛大な送別会に出ている｡この日,婦人自標倶楽部からほ記念に ｢日本古貨弊｣が贈
(36)
られた｡翌21日東京出発に際しては,70余名の会員が新橋ステーションに見送 り,別離を惜
(37)
しんでいる｡それからアッケルマン女史は,伊豆,静岡,浜松,さらには京都,神戸を遊説し,
4月中旬に船でサイアムに向かう｡女史の日本滞在中,その熱意と雄弁が多数の聴衆を動か
(38)
し,東京府だけで500人以上の男性が禁酒運動に参加したという｡『女学雑誌』203号社 説
は女史に,｢熱心火の如く,好気水の如く,胆勇金鉄の如し｣と賛辞を送った｡また,｢世人
ナポレオン,コロン/ミス等の事業を大なりとして,今これよりも大いなる事業の眼前に横た
しか
はるを知らず,而して此の最大なる事業の実は婦人の手によりて成れることを知らず｣と述
べて,その英雄的な献身と,その成果を費えた｡
すでに述べたように,東京ではそれより前2月初旬から,大儀見元一郎,津田仙をはじめ
巌本,豊寿,潮田ら廃娼運動関係者が矯風諸会の同盟を図っていたOそこに強力なアニメー
ター,アッケルマン女史が渡来したのであった｡豊寿が蘇峰に書き送った3月11日付の手紙
を読むと,当時豊寿は ｢-か月中の半月は病床｣にあった上に,家事手伝い不在のため ｢目
(39)
々十一人の炊事｣に追われている｡アッケルマンの接待も潮田が担当した｡しかし3月12日
の記念撮影におさまった豊寿が,アッケルマンの演説に,会合に出席しないはず.が なか っ
た｡以下にみる豊寿の精力的な仕事は,この ｢熟心火の如く,胆勇金鉄の如き｣アッケルマ
ン女史に刺戟され,力を得て実現したものが多いと思われる｡
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廃嫡運動の発祥地,群馬県では,そのころ県下28の青年団体を擁する上毛青年連合会が,
東京の島田三郎,厳木善治,婦人矯風会,婦人自標倶楽部,それに植木枝盛らの支援を受け
て強力な廃娼運動を進めていた｡ アッケルマン離京の翌日 (3月21日), この支持者を前橋
に迎え,盛大な第三回春季会を開いている｡豊寿も病を押して潮田と駆けつけたが,同夜の
演説会で演壇に立つことは, さすがにできなかった｡｢白襟倶楽部員佐 城々豊寿子は病気の
わずか
為め僅に衆に紹介せし迄｣と,『女学雑誌』206号が報告している｡
しかし1週間後発足した ｢東京禁酒会｣では,豊寿も男子運動家に交じって活躍 してい
る｡上述のように,アッケルマン訪日の結果,東京だけでも500名を超える男子賛同者を得
た｡そこで,-ワイに禁酒会を設立した安藤太郎の帰朝を機会に,まず男子の禁酒会が東京
に組識されることになり,豊寿も協力したのであった｡潮田が回想して,｢同夫人がこの際
(40)
における関係また決して浅からず｣と言っている｡発会式は3月29日,築地明石町美以美教
会で行われた｡このとき男子の書記や会計のほか,女子部の通信員として潮田が,書記とし
(41)
て豊寿が選ばれている｡なお,この日を予告する 『東京日日新聞』(明治23年3月26日)は,
記事のタイトルを｢大日本禁酒会- 創立の準備- ｣とし,｢東京に於て大日本禁酒会なる
一大会を創立せんとする相談もまとまりLを以て,来る廿九日--･｣と述べている｡東京禁
酒会は近く結成される全国組識に備えて設けられたものだったのである｡
次いで4月18日,神田錦町21番地佐々城豊寿の自宅で ｢日本矯風同盟会｣なるものが開か
れている｡上毛青年連合会,北総禁酒会,北海禁酒会,廃嫡壮年義会,東京禁酒会,少年克
己軍から各々1-2名の代表者が集まり,婦人自標倶楽部からは豊寿のほか潮田千勢子,巌
本かし,志村貞が出席した｡これも全国組織への一段階とみてよいであろう｡北海禁酒会は
北海道の団体であり,出席したのはその創立者伊藤-隆であった｡上記安藤太郎も個人とし
て,植木枝盛や佐 城々本支と共に参加した｡廃娼運動家と禁酒運動家が一堂に集められ,名
称も ｢矯風｣とされ,所期の目的に.いっそう近づけられている｡議事終了後は盛大な懇親会
(42)
がもたれ,畳寿も演説に加わった｡ .
1
いて会則を定めた｡近く組織される ｢日本廃娼同盟会｣の年会のことも予告している｡そこ
(43)
には婦人矯風会 ･婦人自標倶楽部の参加も明記されている｡
以上の過程を経て,豊寿念願の ｢全国廃娼同盟会｣が遂に結成される｡5月24日から28日
まで明治女学校で第一年会が開かれた｡各府県から集まった多数の代表者が東京の諸団体と
合流し,全国各地の団体あるいは個人のメッセージも寄せられた｡婦人白標倶楽部から佐々
城豊寿が代表して出席したことは, いうまでもない｡26-7日の厚生館における演説会 に
は,植木枝盛 ･徳富蘇峰も登壇している｡最終日の懇親会では矢島棺,佐 城々豊寿,清水豊
(44)
子たちが ｢有益憤慨なる演説｣に加わった｡男女各々のグループが ｢車の両輪の如くに｣協
同して社会悪に立ち向かい,キリストの光を世にもたらす,これが豊寿の夢であった｡その
第一歩がここに踏み出されたのである｡
懇親会に出た紫琴清水豊子は,この年1月4日京都から婦人目標倶楽部に入会し,5月中
80 研究紀要 (第 3号)
旬東京に移 り,佐 城々家に寄留していた｡全国廃娼同盟会終了後6月からほ,厳木の女学雑
誌社に入社し,取材,執筆,編集のかたわら自標倶楽部の運動に参加した｡明治23年後半の
豊寿は,この紫琴と呼吸を合わせ,政治的な活動に力を入れる｡
その23年11月29日第一回帝国議会が開かれる｡政府は開幕を前に,7月25日 ｢集会及政社
法｣を公布し,第4条と24条で女子の政治運動を全面的に禁止した｡さらに10月,衆議院規
則案の165条においてほ婦人の議会傍聴を禁止した｡これに対して同月20日,有志婦人21名
が連署して質問書を立憲自由党,改進党に提出し,当該箇所を除去されるよう懇請する｡佐
城々豊寿と清水とよ (紫琴)もそこに名を連ねているoLかし,2人は別のルートでも奔走
した｡紫琴は 『女学雑誌』234号 (明治23年10月11日)附録に ｢泣いて愛する姉妹に告く､｣
と題する一文を掲げて読者の意識を喚起し,板垣退助を訪問して同規則案撤回の賛同を求め
(45)
た｡豊寿も貴衆両院の有力議員を訪問し,説得に努めている｡したたかな運動は功を奏し,
12月3日公布の衆議院規則には婦人の傍聴を禁止する規定が削除されていた｡｢今日貴衆両
じんすい
院の傍聴席中婦人席を有するは全く同夫人 〔佐 城々豊寿〕の尺樺に拠る者とす｣と,後に潮
(46)
田が回想する｡歓喜した豊寿は,折しも上京中の新島裏未亡人八重子と国会傍聴を計画し,
そのあっ旋を板垣退助に依頼した｡板垣から,豊寿の希望日(12月17日)は難しいと謝絶の
(47)
使いがよこされると,また直く､徳富蘇峰に手紙を送って懇願し,遂に望みをかなえられた｡
『女学雑誌E:244号 (明治23年12月20日)｢女報｣欄が,｢[新島先生未亡人八重子氏〕去 る17
日佐々木豊寿氏と共に国会の傍聴に赴かれたり｣と伝えているO
その他,明治23年の記掛 このこされた婦人自標倶楽部の動向を挙げれば,10月17日,全国
(48)
廃娼同盟会東京グループの大懇親会を京橋開化事で開いている｡また11月14日には,銀座教
会における婦人自標倶楽部例会に蘇峰と植木の演説会を設け,200名を越える一般聴衆を迎
〔49)
えている｡
もう一つ,｢私立女子授産場｣の設立がある｡ くり返し述べたように, 2年前飯田町に創
立した修身職業英和女学校は,｢諸種の障妨｣により半年で廃校となった｡ これを残念に思
う豊寿は翌年,婦人自標倶楽部を結成した喜びの中で,再びこうした施設を設ける計画を潮
田と始めていた｡全国レベルの男女廃娼運動の組織化に力を入れる傍ら,目前の不幸な女性
たちの救援に心を砕いていたのである｡そのままにしておけば身売 りされるであろう極貧家
庭の娘の転落を,どう食い上めるか,娼妓をやめる女のその後をどうするか｡その方策を講
じ,自活の道を用意しなければ,いかに廃娼を叫んでも彼女たちは数えない｡その具体策が
私立女子授産場であった｡豊寿は大隅重信 ･青木周蔵ほか朝野の紳士紺商の間を奔走して協
(50)
力を願い,ようやく9月16日,麻布区市兵衛町1丁目15番地に開場した｡当分は刺しゆう,
絵画,彫刻,編物等を教えるが,追い追い規模を拡張し,できるだけ職業教育を完備したい
と考えていた｡無償で教え,三か月経てば,練習に作らせた物品に相応の賃金を支給すると
(51)
いう計画も立てた｡だが,開設当初は豊寿らの思惑が外れ,途方にくれたらしい｡無月謝で
職を教えるのだから喜んで集まるだろうと思っていたが,一向に来るものがない｡12-3歳
で子守や家事手伝いに出されるような境遇に育った娘たちには,学んで自活の道を覚えたい
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(52)
という考えは全くなかった｡それでも豊寿らの苦心が実 り,翌24年3月頃には,30名を越え
る生徒が横浜からの注文に応じ,-ンカチーフの刺しゅうなどにいそしむようになったとい
(53)
う｡翌25年には7月15日から2日間,この授産場維持と婦人実業奨励を目的とした第二回授
(54)
産場バザーが銀座会館で開かれている｡この施設は監督こそ潮田が担当していたが,創立の
主導者は豊寿であった｡｢設置を見るに至 りたるは同夫人 〔豊寿〕の計画と尽力との結果に外
(55)
ならず｣と,潮田が明らかに述べている｡にもかかわらず,豊寿が明治26年4月北海道に移
住した後,27年慈愛館として婦人矯風会の事業に吸収されると,もう豊寿の働きは忘れ ら
れ,｢潮田の設立｣とされてしまう｡ しかし豊寿はこの施設を最後まで忘れない｡後に述べ
るように明治34年,慈愛館拡張資金を集める慈善音楽会の準備に奔走中,再起不能の病を得
てこの世を去るのである｡
明治23年といえば信子は12歳に達している｡真偽のほどは明らかでないが,人力車で学習
(56)
院初等科に通っていたという,当時の家事手伝いの回想談がある｡しかし佑はまだ7歳,愛
子は4歳,進はようやく2歳になったばかりであった｡この幼児たちを養いながら豊寿は,
以上みたように,男子と肩を並べて全国的な廃娼同盟結成に,政治的な活動に,極貧子女や
売春婦の救済に,からだを張って生きた｡日本の女性解放運動の先覚として,天を衝く意気
を示していた｡
ところが翌24年になると,それまで 『女学雑誌』にしばしば見られた佐々城豊寿と婦人自
標倶楽部に関する報道が,次第に影をひそめる｡筆者の見落しがあるかもしれないが,24年
には,上に述べた私立女子授産場生徒30余名の記事のほか,3月5日 ｢婦人自標倶楽部総代
佐 城々豊寿より,衆議院議員諸氏に忠告を贈｣った (議員の節操,議場の秩序に関して)記
(57)
録と, 6月30日開催の明治女学校校資義援音楽会賛成員ならびに寄附人として豊寿も名を連
ねた記事が見られるだけである｡25年にはほとんど見当たらない｡従来のような活動が許さ
れない事情が生じたと考えられる｡豊寿が24年1月頃懐妊し,11月29日三女善意を出産した
という事実も一つの理由であろうO外に向かう活動は意のままにならなかったにちが いな
い｡しかし,より大きな原因がほかにあったであろう｡そこには時代の推移ということが考
えられる｡
豊寿は初め,自由民権時代にキリスト者によってひらかれた人間個人 の尊厳,自由,辛
等,連帯の気運に乗って東京婦人矯風会創立に加わり,女性自身の言論による女権拡張と廃
娼の運動を展開した｡次に,政府の条約改正 ･国会開設の動きの中では婦人目標倶楽部をお
こし,国会や政党に対する進言,政治家-の忠告寄,政治的な運動にも力を入れた｡(こと
ある毎に豊寿に批判の眼を向けた婦人矯風会幹部さえ,明治23年頃は自標倶楽部に押され,
規約を改正して政権部を置いている｡)豊寿はまた,男子の団体との連帯にも力を入れた｡だ
が同じ頃,日本の社会では,帝国憲法発布 (22年2月),教育勅語発布 (23年10月)と続く
中で,強力な国家主義教育にそくした良妻賢母思想が打ち出されていた｡女権拡張の思想と
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実践は後退せざるをえなくなり,前衛に立つ豊寿-の風当たりは強くなった｡婦人矯風会は
前より以上に保守的な姿勢をとり,運動を退く婦人も少なくなかった｡当時を回想した豊寿
のことばがある｡
ます ます た くま もと
(従女らは)益々反対を達しうし,我国に於て社界的に働くほ婦人の本趣に悼るとか
くい おど
婦人の働きは溝の中の杭の如く隠れたる所に働くを以て婦徳とすなど 軽薄男子の嚇し文
句に恐れ種々の口実を構-て再び旧巣に帰らむとするあり
(札幌 老農婦 ｢女子に告く､｣,明治32年6月7日発行 『時事新報』所収)
孤立を深める中で豊寿は,運動の強力な支持者であった植木枝盛を失った｡明治25年1月
23日死去した植木を惜しむ手紙が,徳富蘇峰に届いている｡
植木君の遠逝ほ百人の政事家を喪ふより惜しく,特に婦人社会の為めには借むべく,以後
は女権拡張の道を止めたる如き感有之-･-
(明治25年3月3日付蘇峰宛豊寿書簡)
苦境に立った豊寿は,北海道での再起を図るO開拓に従事しながら衰えた健康を回復し,
新天地が緊急に必要とする女子教育をおこし,そこで女権拡張の初志を貫こうとしたのであ
る｡それは,亡き新島裏の遺訓に直接応える事業でもあった｡新島を深く尊敬する豊寿は,
9歳の佑を同志社幼年科で学ばせるため,この年10月京都の新島公義の家に預けることにし
た｡豊寿が佑を送 り届けてまもなく幼い進が病を得,11月1日,その短い命を終えた｡移住
の支度はこうした悲しみのうちにすすめられる｡
同年 (明治25年)秩,米国婦人禁酒会から派遣されて来日した第三の遊説員ウエスト(M.
A.West)女史が,12月1日金沢で客死したO女史の遺志によって,婦人矯風会の統一と全
国的な組織-の動きがにわかに始まる｡豊寿も規則の編成に力を尽くし,自分が生み育てた
婦人自標倶楽部をこれに合併させた｡こうして26年4月3日第一回全国大会を開いた日本婦
人矯風会の成立を見届け,豊寿は3人の娘と老母をつれて北海道に向かう｡その年4月28日
であった｡
だが,運命は北海道での再起を豊寿に許さなかった.｢佐々城豊寿の北海道移住再考｣に
述べたように,足かけ8年にわたる豊寿の労苦も空しく,女子教育の志は遂に果たせなかっ
た｡ようやく札幌にささやかな家政学校を設ける見通しがついたとき,明治32年2月 ｢高等
女学校令｣が公布され,国家の教育政策とは無縁の豊寿の企画は摘みとられてしまったので
ある｡しかも豊寿は,この札幌の地でも多くの誤解を受け,孤立している｡潮田は豊寿が北
(58)
海道に婦人矯風会の組織をつくったと言っているが,筆者の調べたところではその事実もな
すこぶ
さそうである｡豊寿は ｢失望落胆自己をも疑い頗る苦痛に沈み居 り候｣と内村鑑三に書き送
り,33年10月上旬東京に引き揚げた｡
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この年内地では,かねて豊寿の唱導した廃娼運動がにわかに好転し,娼妓の自由廃業が現実
化していた｡これを目撃した豊寿は,廃業娼妓の救済に最後の力を振 りしぼる｡かつて豊寿
の手塩にかけた女子授産場は既に婦人矯風会に吸収され,新宿の大久保百人町(大久保駅前)
に移転して,｢慈愛館｣と称していた｡豊寿はこの慈愛館拡張のために奔走し,資金義援の
｢慈善音楽会｣を実現させる｡34年4月10日上野音楽学校で開かれたその催しを,『婦女新聞』
あいにく
(明治34年4月15日)が短く伝えている｡｢生僧雨天なりLにも関らず非常なる盛会にて橘嬢
のビヤノ,幸田嬢のバイオリン,青木嬢の独唱等今更ならねど来会者をして魂天に飛ぶの思
あらしめきとぞ｡｣
しかし豊寿自身はこの盛況を見て喜ぶことができなかったであろう｡その前日,夫本支が
脳溢血で倒れ,13日に息を引き取ったからである｡まもなく5月8日,豊寿も倒れ,劇性胃
腸病と診断される｡浦島 ･北村両名医による手術も,家族知友の看護もむなしかったO遂に
豊寿は明治34年 (1901)6月15日,4人の子女を遺し,社会と事業を遺して夫の後を追い,
ことごと み
神のもと-急いだ｡49才であった｡｢生死は皆これ神の司 り給ふところにして,悉 く深き御
こころ あ かえり
心の在る事とは信ずれどもつらつらここに女史が一生を顧みて,英数難を思ひ苦心を思ひ,
ゆ
之を忍び之に克ちたる勇烈を思ひ,その志と,および之を逐く､･るに至らずして早くも逝ける
ふさ (59)
心とを思ひ廻らせば,何とは知らず胸塞が りて,ただ涙の袖に溢るるものあり｡｣潮田千勢子
は,こう哀惜した｡
社会公共のために尽くした婦人たちの中で豊寿ほど誤解され,その働きの真意を見落とさ
れた人は少ないのではなかろうか｡キリス ト教の指導者さえ,｢矯風,慈善,政治,教育等,
およ とうとう
凡そ人の目に立つところには好んで出で｣,｢巧みに文を雑誌に弄し,滑々と弁を集会に振る
へいげい
ひ,四方を碑況して立たんとす｣,｢慈善矯風を餌食として,己が名誉を釣らんとす｣といっ
(60)
た員で,豊寿を見ていた｡個性が強く,時には人をしのいで事を運ぶ気風が反感を買うこと
もあったであろう｡あまりにも時代を先取 りした思想が,行動が,人々の危く､の念を駆 り立
てることも多かったであろう｡しかし豊寿は,社会の善のためにはどんな批判も恐れず,ひ
たむきに実行して生きた｡
周知の通 り,豊寿の長女信子は有島武郎の小説 『或る女』のモデルにされて以来,その生
きた真実をゆがめられ,その人柄も全く誤解されてしまった｡しかし,信子のまことの姿を
明白にした弟,佑の昭和43年頃の文章がある｡晩年の20年間栃木県の真岡でつつましく日曜
学校を続け,聖書を教え,昭和24年9月22日帰天した姉信子に語 りかけるように書かれてい
る｡子息佐々城開氏が大切に保存されるが,その一部をここに写させていただく｡
姉さんの一生は人に尽くすという事を第一義となさいましたね.｢借金をしてでも人 に尽
くさなければ｣と,口癖のように仰しゃいましたね｡そして本当に人に尽くされ,そして
ご自分でも一生重い荷を背負ってお歩き続けなさいましたね｡しみじみ今それ を思 い ま
す｡
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この文章を佐々城家で読ませていただいたとき,筆者の目には母豊寿の生涯がそこに重な
って見えてきた｡豊寿 こそ,本稿に見たように,ひたす ら ｢人に尽 くし｣,｢尽 くすという事
を第一義とした｣女性だったからである｡
しかし,婦人矯風会の伝承にこの豊寿の影は薄い｡豊寿が尽 くしたことの多 くは,他の主
要な会員の功労に包みこまれてしまった｡ 日本基督教婦人矯風会は,現在 も売春問題をめく小
って目覚ましい働きをつづけている｡その礎 とな り,歴史の陰に埋 もれた女性,佐々城豊寿
こそ,まことに ｢隅の石｣であった｡
註
(1) 『東京婦人矯風雑誌』23号 (明治23t3･15)0
(2) 潮田千勢子 ｢佐 城々豊寿女史 (-)｣(『婦女新聞』明治34･6･24)は,豊寿を星雄記の ｢第六
女｣としている｡
(3) 潮田文,同上｡
(4) 相馬黒光 『黙移』(女性時代社,昭和11)｡
(5) 明治5年 (1872)6月24日付宣教師ブラウン(S.R.Brown)書簡｡(伊東信雄 ｢伊東友賢小伝-
プロテスタント受洗した最初の東北人の伝記- ｣よりO)
(6) 伊東文,同上｡
(7) 明治5年8月22日付,太政官諜者関信太郎報告 (『大隈文書』早稲田大学図書館蔵).
(8) 註 (6)に同じ｡
(9) 星家明治7年戸籍｡(伊東,前掲文より｡)
(10) 註 (6)に同じ｡
(ll)註 (4)に同じ｡
(12) 豊寿と本文の恋愛結婚について,潮口は直言を避け, こう言っている｡｢明治7年以来4年の歳
すこぷ けみ
月は,内に疾病あり,外に生活の困難あり,女史をして頗る悲哀の歴史を閲せしめLが,明治10年
佐 戎々本支氏と結婚して,ここに新しき幸福の生涯は開かれ,明治13年を以て,日本橋釘店に居を
定め,3男3女を挙げたり｡｣(｢佐々城豊寿女史 (二)｣,『婦女新聞』明治34･7･1･所収)0
(13) 潮田 ｢佐 城々豊寿女史 (≡)｣(『婦女新聞』明治34･7･18)0
(14) 佐々城佑が,コレラに感染し死線をさまよった幼時の記憶を英文につづった｡これは子息の開氏
のもとに遣されている｡その末尾には,母豊寿の必死の看病の様子が記されている｡
HAlIremembernow iswhatIwastold...thatitwasmother'scontinuouscareand
attentionfor48hoursthatstoppedtherunningawayofmylife."
(15) 明治21年2月4日議員会 (『女学雑誌』99号,明治21･3･3)0
(16) 明治21年2月11日定期会 (同上)｡
(17) 豊寿が3男の進を明治21年晩秋のころ出産したと推測される理由｡
a 翌22年1月22日付蘇峰宛豊寿書簡に,｢昨年中車中に居｣り,｢未だ平常之身体に相成不申
候｣とある｡
b 21年10月5日 (上京中の植木枝盛をその宿に訪問)から12月末までの期間には,豊寿の活動
の記録が見当たらない｡
(18) 潮田 ｢回願と展望｣(『婦人新報』67号,明治35･ll)及び註 (3)潮田文｡
芋津 :佐々城豊寿 再考 85
(19) 『女学雑誌』151号 (明治22･3･2)0
(20) 同上,152号 (明治22･3･9)｡
(21) 『東京婦人矯風雑誌』13号 (明治22･4･20)0
(22) 明治22年7月23日付蘇峰宛豊寿書簡｡
(23) 同上,及び ｢植木枝盛日記｣明治22年7月27日の条｡
(24) 豊寿 ｢東京婦人矯風会の会員愛姉に告ぐ｣(『女学雑誌』56号,明治 ･20･3･19)0
(25) 明治22年7月29日付蘇峰宛豊寿書簡｡
(26) 同年8月8日,29日,10月26日付蘇峰宛豊寿書簡｡
(27) 植木日記,22年12月5日,9日,10日の条｡
(28) 明治22年10月26日付蘇峰宛豊寿書簡｡
(29) 潮田 ｢婦人矯風会と佐々木豊寿夫人 (二)｣(『婦人新報』35号,明治33･3)0
(30) 『女学雑誌』207号 (明治23･4I8)｢会報｣欄,｢婦人白標倶楽部記事｣｡
(31) 同上,202号 (明治23･3･1)｡
(32) 3月26日のアツケルマン女史歓迎会会場について,｢婦人目標倶楽部記事｣は ｢築地采女町精養
軒｣としている｡
(33) 註 (1)に同じ｡
(34) 『女学雑誌』203号 (明治23･3･8)｡なお,｢婦人白襟倶楽部記事｣はアツケルマン演説会を
｢2月28日｣とし,『東京婦人矯風雑誌』23号は ｢2月2日｣としている｡
(35) 『女学雑誌』206号 (明治23･3･29)｡
(36) 註 (30)に同じ｡
(37) 註 (35)に同じ｡
(38) 『東京日日新聞』(明治23･3･26)0
(39) 註 (30)に同じ｡
(40) 註 (29)に同じ｡
(41) 『女学雑誌』207号 (明治23･4･5)0
(42) 同上,210号 (明治23･4･26)0
(43) 同上,214号 (明治23･5･24)0
(44) 同上,215号 (明治23･5･25)および216号 (同,6･7)0
(45) 註 (29)に同じ｡
(46) 同上｡
(47) 明治23年12月16日蘇峰宛豊寿書簡｡
(48) 『女学雑誌』236号 (明治23･10･25)0
(49) 同上,240号 (明治23111･22)｡
(50) 註 (29)に同じ｡
(51) 『女学雑誌』228号 (明治23･8･30)0
(52) 潮田 ｢慈愛館のことに就て｣(『婦人新報』18号 (明治31･10)｡
(53) 『女学雑誌』257号 (明治24･3･21)0
(54) 『日本』(明治25･7･13)0
(55) 註 (29)に同じ｡
(56) 竜泉 ｢伊達にいた 『或る女』のヒロイン･続編｣(『伊達市民文芸』12号,昭和59･1)に紹介さ
れた,室蘭市大沢町在住岡山信子氏 (85歳)の談話｡
(57) 『女学雑誌』256号 (明治24･3･14)｡
86 研究紀要 (第3号)
(58) 潮田 ｢佐々城豊寿女史 (≡)｣(『婦女新聞』明治34･7･8)0
(59) 潮田 ｢佐々城豊寿女史 (四)｣(『婦女新聞』明治34･7･22)｡
(60) 松村介石 ｢女子徳を修むるの心得｣(『女学雑誌』241号,明治23･ll･29)0
